
平成２５年（２０１３年）４月２８日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ８

この市議会だよりは、環境に配慮して古紙配合の再生紙と低VOCインキを使用しています。

　

３
月
定
例
会
で
は
、
直
接
請
求
を

受
け
て
市
長
が
住
民
投
票
条
例
の
議

案
を
提
出
し
、
こ
の
議
案
の
審
議
で

は
多
く
の
方
の
傍
聴
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
議
会
へ
の
関
心
と
親
し
み

を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
わ
か

り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

お
気
づ
き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
議
会
事
務
局
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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請

願

請

願

請

願

あ
と
が

あ
と
が
きき

（
仮
称
）学
園
東
町
１
丁
目
計
画
新
築
工
事
に
つ
い
て

　

３
月
定
例
会
で
は
請
願
１
件
を
採
択
し
ま
し
た
。
採
択
し
た
請
願
の
請

願
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

東
京
都
の
小
平
都
市
計
画
道
路
３・

２
・
８
号
府
中
所
沢
線
計
画
に
つ
い

て
住
民
の
意
思
を
問
う
住
民
投
票
条

例
議
案
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
議
案
は
、　

の
連
署
を
も

７,１８３

っ
て 
直 
接
請
求
が
あ
り
、
市
長
が
条

※

例
案
に
対
す
る
意
見
を
付
し
て
提
出

し
た
も
の
で
す
。
議
案
の
経
過
、
条

例
制
定
請
求
の
要
旨
、
市
長
の
提
案

説
明
の
要
旨
等
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。（
詳
細
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
議
会
中
継
等
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。）

※
直
接
請
求
と
は

　

選
挙
権
を
有
す
る
者
が
一
定
数
以

上
の
連
署
を
も
っ
て
、
そ
の
代
表
者

か
ら
条
例
の
制
定
改
廃
や
議
会
の
解

散
等
を
請
求
す
る
こ
と
。
条
例
の
制

定
改
廃
で
は
、
地
方
自
治
法
第　

条
７４

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
選
挙
権
を
有

す
る
者
の
総
数
の　

分
の
１
以
上
の

５０

連
署
が
必
要
で
、
長
は
請
求
を
受
理

し
た
日
か
ら　

日
以
内
に
議
会
を
招

２０

集
し
、
意
見
を
付
け
て
こ
れ
を
議
会

に
付
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
○
平
成　

年
３
月
１
日

２５

　

本
会
議
で
市
長
か
ら
議
案
の
提
案

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

○
平
成　

年
３
月
６
日

２５

　

本
会
議
で
条
例
制
定
請
求
代
表
者

の
意
見
陳
述
を
行
っ
た
後
、
特
別
委

員
会
を
設
置
し
て
こ
の
議
案
を
審
査

す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

特
別
委
員
会
は
同
日
午
後
に
開
催

さ
れ
、
質
疑
が
行
わ
れ
た
後
、
委
員

か
ら
住
民
投
票
の
期
日
の
範
囲
（
期

限
）
を　

日
か
ら　

日
と
す
る
修
正

４０

６０

案
の
提
出
が
あ
り
、
賛
成
多
数
で
こ

れ
を
可
決
し
ま
し
た
。

議
案
の
経
過

○
平
成　

年
３
月　

日

２５

２７

　

本
会
議
で
浅
倉
成
樹
住
民
投
票
条

例
特
別
委
員
長
か
ら
審
査
報
告
が
あ

り
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
修

正
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

 　

こ
の
請
求
は
、
東
京
都
の
小
平
都

市
計
画
道
路
３
・
２
・
８
号
府
中
所

沢
線
計
画
に
つ
い
て
、
住
民
参
加
に

よ
り
計
画
案
を
見
直
す
べ
き
か
、
そ

れ
と
も
計
画
案
の
見
直
し
は
必
要
な

い
か
に
つ
い
て
小
平
市
民
の
意
向
を

確
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
計
画
は
、
小
平
市
の
貴
重
な

緑
で
あ
る
小
平
中
央
公
園
の
雑
木
林

の
約
半
分
を
消
失
さ
せ
、
玉
川
上
水

遊
歩
道
を　

㍍
幅
で
分
断
し
、
約　

３６

２２０

戸
を
立
ち
退
か
せ
る
、　

億
円
も
の

２５０

予
算
を
使
う
、
と
い
っ
た
問
題
点
を

抱
え
て
い
ま
す
。
今
日
ま
で
多
く
の

市
民
団
体
や
個
人
が
、
こ
の
計
画
の

見
直
し
を
求
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の

声
は
全
く
反
映
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

小
平
市
は
、
東
京
都
の
事
業
で
あ

る
こ
と
を
理
由
に
、
こ
の
計
画
に
つ

い
て
市
民
に
周
知
し
、
意
見
を
求
め

る
こ
と
に
消
極
的
で
す
。
私
た
ち
は
、

行
政
の
そ
う
し
た
姿
勢
に
疑
問
を
感

じ
、
直
接
的
な
影
響
を
受
け
る
小
平

市
民
の
意
見
を
計
画
に
反
映
さ
せ
る

た
め
に
、
計
画
の
見
直
し
の
必
要
性

に
つ
い
て
問
う
住
民
投
票
条
例
の
制

定
を
直
接
請
求
い
た
し
ま
す
。

 　

地
方
自
治
法
に
基
づ
く
直
接
請
求

は
、
市
民
の
権
利
と
し
て
こ
れ
を
尊

重
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
も
の
で
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
、
住
民
投
票
に

条
例
制
定
請
求
の
要
旨

市
長
の
提
案
説
明（
要
旨
）

つ
い
て
も
、
間
接
民
主
制
を
補
完
す

る
も
の
と
し
て
、
市
民
生
活
に
重
大

な
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
個
別
の
事

案
に
つ
い
て
民
意
を
問
う
手
段
と
し

て
の
有
用
性
は
認
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
４
点
の
理
由
に

よ
り
、
市
で
住
民
投
票
を
行
う
こ
と

は
、
都
の
広
域
的
な
視
点
で
の
道
路

整
備
事
業
に
支
障
を
来
し
か
ね
な
い

た
め
、
適
当
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 　

以
下
の
理
由
に
よ
り
、
本
案
は
適

当
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

１　

東
京
都
が
広
域
的
な
骨
格
幹
線

道
路
と
し
て
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
整
備
に
責
任
を
持
っ
て
判
断
す
べ

き
で
す
。

２　

東
京
都
は
多
摩
地
域
に
お
け
る

都
市
計
画
道
路
の
整
備
方
針
（
第
三

次
事
業
化
計
画
）
に
基
づ
き
、
着
実

な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

３　

法
令
に
基
づ
き
手
続
が
完
了
し

て
い
ま
す
。

４　

投
票
結
果
に
法
的
拘
束
力
が
あ

り
ま
せ
ん
。

条
例
案
に
対
す
る
市
長
の
意
見（
要
旨
）

　

市
は
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
工
事

施
工
業
者
等
に
要
望
し
て
く
だ
さ
い
。

１　

歩
行
者
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

　

敢
歩
道
空
間
に
つ
い
て

　

現
在
の
計
画
で
は
一
部
建
物
の
セ

ッ
ト
バ
ッ
ク
し
か
行
わ
れ
て
い
な
い

た
め
、
安
心
・
安
全
に
必
要
な
最
低

限
の
歩
道
空
間
が
確
保
さ
れ
て
お
り

ま
せ
ん
。
小
平
市
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
に
あ
る
よ
う
に
、
歩
行
者

の
す
れ
違
い
が
可
能
な
十
分
な
歩
道

幅
員
の
確
保
の
た
め
、
歩
道
空
地
を

設
け
て
く
だ
さ
い
。

　

柑
敷
地
内
駐
車
場
保
有
台
数
を
低

減
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

市
の
条
例
に
よ
り
駐
車
場
を
住
戸

の　

％
確
保
す
る
と
い
う
指
導
が
な

５０
さ
れ
て
い
る
た
め
、
敷
地
内
に　

台
４７

の
駐
車
場
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

通
学
路
の
危
険
に
対
し
て
厳
し
い
見

直
し
が
進
め
ら
れ
て
い
る
中
、
こ
の

道
路
に
は　

戸
の
住
戸
に
訪
れ
る
外

９９

部
車
（
宅
急
便
や
引
っ
越
し
便
や
サ

ー
ビ
ス
カ
ー
等
）の
出
入
り
に
加
え
、

　

台
近
い
車
が
出
入
り
す
る
こ
と
に

５０な
り
、
住
民
の
不
安
は
増
し
て
い
ま

す
。
十
分
に
安
全
対
策
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

桓
駐
車
場
の
出
入
り
口
に
つ
い
て

　

現
在
の
計
画
で
は
狭
い
歩
道
の
接

道
部
分
に
対
し
、
駐
車
場
の
出
入
り

口
が
２
カ
所
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
車
と
出
合
い
頭
に
ぶ
つ
か
る

危
険
性
が
あ
り
、
学
童
が
駐
車
場
車

路
を
通
り
抜
け
で
き
る
通
路
と
認
識

す
る
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。
出
会
い

頭
の
事
故
の
危
険
性
の
軽
減
を
図
る

と
と
も
に
、
学
童
等
の
駐
車
場
車
路

へ
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
、
安
全
対
策

を
十
分
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

棺
外
部
車
用
の
駐
車
場
に
つ
い
て

　

外
部
車
用
の
駐
車
場
を
設
け
ず
、

駐
車
場
前
の
車
路
に
一
時
的
に
駐
車

さ
せ
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。
世

帯
数
か
ら
見
て
も
、
狭
い
駐
車
場
車

路
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
見
て
も
、

外
部
車
が
路
上
駐
車
す
る
可
能
性
が

大
き
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
よ
る
地
域
の
交
通
渋
滞
や
、

歩
道
に
乗
り
上
げ
て
駐
車
す
る
こ
と

等
に
よ
り
、
歩
行
者
の
安
全
が
脅
か

さ
れ
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
、
路
上
駐
車
の
禁
止
等
、
敷

地
内
に
駐
車
す
る
よ
う
対
策
を
し
て

く
だ
さ
い
。

２　

緑
化
計
画
に
つ
い
て　
　
　
　

　

敢
接
道
緑
化
に
つ
い
て

　

現
在
の
計
画
で
は
東
京
に
お
け
る

自
然
の
保
護
と
回
復
に
関
す
る
条
例

に
基
づ
く
接
道
緑
化
に
関
し
て
も
、

駐
車
場
の
接
道
部
分
に
十
分
な
植
栽

幅
が
と
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
駐
車
場

と
の
境
界
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
大
規

模
な
機
械
駐
車
場
（
幅　

メ
ー
ト
ル

２６

の
地
上
３
階
地
下
２
階
）
が
歩
道
わ

き
に
設
置
さ
れ
て
い
る
状
態
で
す
。

学
童
に
対
し
駐
車
場
の
境
界
を
理
解

さ
せ
る
と
と
も
に
、
大
規
模
な
機
械

駐
車
場
の
威
圧
感
を
で
き
る
限
り
低

減
さ
せ
る
こ
と
を
考
慮
し
た
配
置
と

し
て
く
だ
さ
い
。

　

柑
緑
化
に
よ
る
地
域
貢
献
に
つ
い

て
　

現
在
、
東
京
に
お
け
る
自
然
の
保

護
と
回
復
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
く

緑
化
計
画
の
ほ
と
ん
ど
が
、
幅
約　
５０

メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約　

メ
ー
ト
ル
の

３０

建
物
で
遮
ら
れ
た
南
側
の
専
用
使
用

部
分
に
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域

住
民
か
ら
見
え
る
敷
地
の
緑
化
は
少

な
く
、
地
域
へ
の
貢
献
に
つ
な
が
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
緑
化
は
、
配
置
を

工
夫
し
て
く
だ
さ
い
。

請
願
者　

小
平
市
学
園
東
町
一
丁
目

　
（
仮
称
）学
園
東
町
１
丁
目
計
画
新

築
工
事
を
考
え
る
会　

会
長　

安
齋　

守　

外　

人
１３

　

市
議
会
だ
よ
り
を
デ
ジ
タ
ル
ブ
ッ

ク
で
読
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。
紙
を
め
く
る
よ

う
な
感
覚
で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

永
田
政
弘
議
員
（
政
和
会
）
が
、

３
月　

日
付
で
、
公
職
選
挙
法
第　

３１

９０

条
の
規
定
に
よ
り
退
職
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
市
議
会
議
員
の
現

員
数
は　

人
（
定
数　

人
）
と
な
り

２７

２８

ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
ブ
ッ
ク
の
配
信
開
始

議
員
の
退
職

住
民
投
票
条
例
を
修
正
可
決

　

平
成　

年
４
月
か
ら
議
会
運
営

２５

委
員
会
と
全
員
協
議
会
を
傍
聴
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
傍
聴

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
議
会
事
務

局
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
開
催

場
所
は
市
役
所
７
階
で
、
議
会
運

営
委
員
会
が
第
１
委
員
会
室
、
全

員
協
議
会
が
全
員
協
議
会
室
に
な

り
ま
す
。
開
会
時
刻
は
そ
の
都
度

異
な
り
ま
す
の
で
、
議
会
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
会
議
の
内
容
は
、
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
会
議
録
検
索
シ

ス
テ
ム
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
、

あ
わ
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

会
議
公
開
の
お
知
ら
せ

1月23日～4月23日
本会議、委員会、諸会議など

２８日　福島県喜多方市議会議員視察来庁（いきいき協働
事業提案制度について）

２９日　三多摩上下水及び道路建設促進協議会第２委員会
３０日　三多摩上下水及び道路建設促進協議会第１委員会
 福井県鯖江市議会議員視察来庁（夜間対応型訪問

介護サービスについて）

４日　総務委員会（町田市視察）
 東京都十一市競輪事業組合議会行政視察（茨城県

取手市、群馬県前橋市、５日まで）
５日　生活文教委員会（瑞穂町視察）
６日　厚生委員会（市内視察）
 福岡県大牟田市議会議員視察来庁（男女共同参画

の取り組みについて）
７日　建設委員会
８日　全員協議会
１３日　湖南衛生組合議会
 多摩北部都市広域行政圏協議会審議会
１８日　幹事長会議
１９日　昭和病院組合議会
 東京都十一市競輪事業組合議会
 東京都四市競艇事業組合議会
２０日　小平・村山・大和衛生組合議会
２１日　議会運営委員会
 多摩六都科学館組合議会
２２日　東京たま広域資源循環組合議会
２６日　３月定例会初日
 幹事長会議（臨時）
 議会運営委員会（臨時）
２７日　３月定例会２日目（一般質問）

２８日　３月定例会３日目（一般質問）

１日　３月定例会４日目（一般質問、議案審議）
 幹事長会議（臨時）
 議会運営委員会（臨時）
４日　一般会計予算特別委員会
５日　一般会計予算特別委員会
６日　３月定例会５日目
 住民投票条例特別委員会
７日　一般会計予算特別委員会
８日　特別会計予算特別委員会
１１日　総務委員会
１２日　生活文教委員会
１３日　厚生委員会
１４日　建設委員会
２１日　幹事長会議
２２日　議会運営委員会
２７日　３月定例会最終日
 議会報編集委員会
２８日　東京都十一市競輪事業組合議会臨時会
 東京都四市競艇事業組合議会臨時会
 宮城県仙台市議会議員視察来庁（ふれあい下水道

館について）
２９日　小平・村山・大和衛生組合議会臨時会

１２日　小平・村山・大和衛生組合議会臨時会
１６日　議会報編集委員会
１７日　幹事長会議
２２日　幹事長会議（臨時）
 議会運営委員会

議 会 日 誌議 会 日議 会 日 誌誌

1　　月

2　　月

4　　月

3　　月


